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直
し
を
行
っ
て
い
る
。

問　

平
成
23
年
の
８
月
１

日
に
地
方
自
治
法
が
改
正

さ
れ
、
基
本
構
想
を
策
定

す
る
か
、
ま
た
議
会
の
議

決
案
件
か
は
市
町
村
に
委

ね
ら
れ
た
。
本
市
で
は
条

例
で
議
決
事
件
と
し
て
規

定
し
て
お
り
、
ま
た
基
本

構
想
に
も
市
民
の
力
を
生

か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
と
あ
る
。
こ
れ
は

地
域
全
体
が
計
画
の
主
体

で
あ
り
、
計
画
目
標
の
実

現
に
向
け
て
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
公
共
計

画
と
い
う
こ
と
。
公
共
計

画
な
ら
ば
、
策
定
と
評
価

に
市
民
が
関
わ
る
べ
き
。

策
定
に
つ
い
て
は
市
民
の

意
見
を
聞
き
策
定
さ
れ
た

が
、
評
価
に
市

民
が
参
加
し
て

い
な
い
。
市
民

に
よ
る
定
期
的

な
外
部
評
価
が

必
要
と
考
え
る

が
。

問　

復
興
総
合
計
画
を
最

上
位
計
画
と
し
様
々
な
計

画
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、

進
捗
管
理
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

各
策
定
担
当
課
に
お

い
て
進
捗
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
復
興
総
合

計
画
基
本
計
画
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
３
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
復
興
総

合
計
画
実
施
計
画
を
定
め

て
い
る
。
こ
の
実
施
計
画

に
お
い
て
、
毎
年
事
務
事

業
単
位
で
進
捗
管
理
を
行

い
、
各
種
施
策
に
お
け
る

成
果
指
標
達
成
度
を
評
価

し
な
が
ら
施
策
目
標
の
達

成
に
向
け
事
務
事
業
の
見

答　

現
在
市
民
の
意
識
調

査
を
し
て
お
り
、
復
興
総

合
計
画
の
中
身
を
掲
載
し

て
、
市
民
か
ら
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

そ
れ
以
外
に
外
部
評
価
を

す
る
と
い
う
考
え
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

震
災
と
原
発
事
故
を
ど

う
伝
え
て
い
く
の
か

❷ 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
化
は

❸ 

小
高
区
内
小
中
学
校
再

開
後
の
運
営
方
針
は

整備が進む、渋佐・萱浜工場用地一期工事

　

一
方
、
中
通
り
は
放
射

能
不
安
や
人
口
流
出
も
少

な
く
、
補
助
金
を
使
っ
た

誘
致
活
動
が
進
ん
で
お
り
、

雇
用
の
実
績
（
が
多
い
こ

と
）
も
当
然
の
こ
と
だ
。

　

我
々
の
方
針
と
し
て
、

経
産
省
や
農
水
省
に
職
員

を
派
遣
・
相
互
交
流
す
る

こ
と
で
、
企
業
立
地
に
結

び
付
く
と
考
え
て
い
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
立
地
実

績
は
一
定
の
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
、
復
興
期
の
今

こ
そ
、
更
に
積
極
的
に
誘

致
活
動
す
べ
き
で
あ
る
。

国
に
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

自
ら
、
日
頃
の
企
業
誘
致

活
動
を
強
化
す
る
な
ど
、

自
分
で
動
く
時
期
だ
。

答　

市
が
マ
イ
ナ
ス
か
ら

プ
ラ
ス
へ
動
い
て
ゆ
く
時

期
だ
。
議
員
の
提
案
も
含

め
て
、
我
々
と
し
て
は
検

討
し
て
ゆ
く
。

問　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘

致
活
動
の
評
価
を
伺
う
。

答　

復
興
工
業
団
地
や
下

太
田
工
業
用
地
が
整
備
さ

れ
、
徐
々
に
芽
を
出
し
つ

つ
あ
る
。
さ
ら
に
加
速
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

過
去
６
年
間
の
企
業

立
地
に
よ
る
新
規
雇
用
は
、

県
全
体
で
１
万
１
千
749

人
、
う
ち
本
市
分
は　

人

2.6
％
の
実
績
。

　

市
長
の
企
業
訪
問
は

「
案
件
が
一
定
程
度
固
ま
っ

た
企
業
」
が
対
象
と
の
こ

と
で
、
年
90
回
程
度
の
市

長
出
張
中
、
新
規
企
業
訪

問
は
１
回
か
２
回
。

　

企
業
訪
問
の
機
会
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
職
員
を
首
都
圏
常
駐

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答　

本
市
は
、
国
と
の
折

衝
で
、
こ
の
地
域
の
支
援

を
最
優
先
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
放
射
線

不
安
に
よ
り
生
産
年
齢
人

口
も
流
出
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
は

❷ 

教
育
環
境
の
充
実
は

❸ 

医
療
・
介
護
の
復
興
は

　
を
超
え
る

各
計
画
の
評
価
は

企
業
誘
致
活
動
の

企
業
誘
致
活
動
の強

化
を

強
化
を

岡﨑 義典 議員

門馬 和夫 議員

質問を終えて
　計画の策定が目的化してはいけな
い。市民の評価を取り入れる姿勢が足
りない。

平成27年3月に
策定された復興総合計画 ３００

質問を終えて
　２８年度からの国の復興創生期間。
戦略・指導力のない自治体は取り残さ
れる心配が・・
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か
っ
た
の
か
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
22
年
度
に
は
資

源
ご
み
と
し
て
分
別
す
る

と
整
理
し
て
い
た
が
、
震

災
の
影
響
で
策
定
で
き

ず
、
回
収
も
検
討
し
て
い

な
い
。
震
災
以
降
増
大
し

た
ご
み
減
量
化
を
図
る
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
と
市
民

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

早
期
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

ご
み
集
積
所
の
管
理

で
、
ご
み
袋
番
号
付
与
に

つ
い
て
は
、
市
で
管
理
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

ご
み
袋
番
号
登
録
制

度
に
つ
い
て
は
、
環
境
衛

生
委
員
の
交
代
や
行
政
区

未
加
入
者
の
増

加
に
よ
り
、
管

理
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成

28
年
度
中
に
各

行
政
区
の
実
態

調
査
を
行
っ
た

上
で
、
市
が
番
号
管
理
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。

問　

最
終
処
分
場
の
埋
め

立
て
許
容
残
が
６
％
だ

が
、
整
備
計
画
を
伺
う
。

答　

今
後
の
埋
め
立
て
可

能
年
数
は
５
年
程
度
の
た

め
、
平
成
29
年
度
か
ら
整

備
工
事
を
行
う
。

問　

平
成
20
年
度
策
定
し

た
環
境
基
本
計
画
は
、
実

施
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

環
境
管
理
事
務
局
の
設
置

と
進
行
管
理
を
伺
う
。

答　

平
成
20
年
８
月
策
定

し
た
が
、
震
災
後
は
復
旧

復
興
を
優
先
し
た
た
め
実

施
で
き
て
い
な
い
。
ま

た
、
環
境
管
理
事
務
局
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
今
年
度
策

定
の
環
境
基
本
計
画
で
進

行
管
理
に
つ
い
て
改
め
て

環
境
管
理
事
務
局
を
設
置

し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
中
で
管
理
し
て
い
く
。

問　

ご
み
処
理
計
画
に
お

け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
制
容

器
の
回
収
が
何
故
さ
れ
な

質問を終えて
　まぜればごみ、分ければ資
源という言葉は、津波で吹っ
飛んだけど、もう一度やれば
できる。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業

❷ 

高
齢
者
の
生
活
支
援

と
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

❸ 

高
齢
者
の
生
き
が
い
作

り
と
社
会
参
加
の
推
進

南
相
馬
市
は
、

南
相
馬
市
は
、

環
境
と
福
祉
で
再
興

環
境
と
福
祉
で
再
興

小川 尚一 議員

質問を終えて
　玄関から玄関まで送迎してく
れる「乗合タクシー」の署名は、
5,500筆。切実です！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
事
業
の
導
入
は

❷ 

小
規
模
通
所
介
護
の
事

業
所
開
設
へ
の
支
援
は

❸ 

住
民
参
加
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
を

北
海
道
で
は
、
家
賃
補
助

や
修
就
学
資
金
等
の
支
援

策
を
講
じ
て
い
る
。
本
人

に
直
接
届
く
賃
金
上
乗
せ

や
保
育
体
制
を
含
む
処
遇

改
善
策
を
、
市
と
し
て
講

じ
る
考
え
を
再
度
伺
う
。

答　

国
に
は
求
め
て
い
る
。

介
護
福
祉
士
の
研
修
講
座

費
用
へ
の
助
成
予
算
を
組

ん
だ
所
だ
。
今
後
は
、
就

学
資
金
制
度
の
創
設
も
含

め
考
え
て
い
き
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
課
題

問　

運
転
手
確
保
対
策
を

伺
う
。

答　

28
年
度
か
ら
職
場

環
境
づ
く
り
補
助
を
新
設

し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　

処
遇
改
善
や
他
市
に

学
ぶ
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

二
種
免
許
の
取
得
は

新
補
助
制
度
で
対
応
し
た

い
。
他
市
か
ら
も
、
積
極

的
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

問　

震
災
と
原
発
事
故
に

よ
り
、
本
市
で
は
職
員
不

足
の
た
め
に
介
護
施
設
を

全
稼
働
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
入
所
待
機
者
は
400

人
以
上
で
、
市
外
県
外
の

施
設
に
や
む
な
く
入
所
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
。
介

護
人
材
の
確
保
を
進
め
る

に
は
、
処
遇
改
善
し
か
な

い
と
考
え
る
。
市
独
自
で

介
護
職
の
処
遇
改
善
策
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

27
年
度
の
国
の
介
護

職
員
処
遇
改
善
の
加
算
制

度
に
よ
り
、
市
内
で
も
改

善
が
行
わ
れ
て
い
る
。
被

災
地
の
実
情
に
配
慮
し
た

賃
金
手
当
制
度
の
創
設
な

ど
、
県
と
連
携
し
な
が
ら

国
に
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

国
は
、
介
護
報
酬
引

き
下
げ
も
同
時
に
実
施
し

た
為
、
市
内
の
介
護
施
設

も
経
営
難
に
追
い
込
ま

れ
、
処
遇
改
善
に
つ
な
が

ら
な
い
現
状
だ
。
京
都
や

開設が待たれる介護施設

介
護
職
の
処
遇
改
善
は

介
護
職
の
処
遇
改
善
は

必
要
不
可
欠

必
要
不
可
欠

荒木千恵子 議員
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